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A． 研究目的 

 病原真菌に関して適切なバイオセーフティ

レベルについて検証し，わが国の研究室や

検査室における適切な取り扱い方の指針を

作成することを目的とする． 

 

B． 研究方法 

1) 「国立感染症研究所病原体等安全管理規

定」で定められている「病原体等のBSL分

類等」に定められているBSL分類につい

て検証を行った．平成24年度に対象とし

た病原真菌は，諸外国におけるBSL分類

研究要旨： 

ヒトに病原性のある真菌全般のBSL分類の検討と，取り扱い方法の指針作し，新興・再興

真菌症であるクリプトコックス症やマルネフェイ型ペニシリウム症の適切なBSL分類を再検

討した．輸入真菌症の一つで，わが国でも患者発生が認められるコクシジオイデス症の原

因真菌について，現状とそのリスク評価について文献的考察をもとに行った．感染症法に

おいてはコクシジオイデス症の原因真菌としてCoccidioides immitisのみが記載されている

が，近年はCoccidioides posadasiiによる症例も認められている．この両者による感染症の

感染様式，感染病態に差は無く，C. posadasiiについてもC. immitisと同様のリスク評価や

法律上の扱いを行うべきと考える．北米で流行している高病原性Cryptococcus gattiiによ

るクリプトコックス症の現状とそのリスク評価について文献的考察をもとに行った．新興・再

興真菌症であるクリプトコックス症やマルネフェイ型ペニシリウム症はBSL2相当と考えら

れた．C. gattiiは従来その生息がオーストラリアを中心とする熱帯・亜熱帯地域に限定され

ており，ヒトへの感染発病は稀とされてきた．症状等はC. neoformansによるクリプトコック

ス症と類似するが，近年，カナダ・バンクーバー島周辺から北米西海岸にかけて集団発生

がみられるガッティ型クリプトコックス症では，発病率，死亡率が高いとされている．近年，

C. gattii感染症は日本国内でも報告されるようになり，疫学情報の収集と病原性の評価が

急務であると考えられる． 
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と異なる病原体のうち，わが国の実験室

において取り扱う機会が多いと推定され

るPenicillium marneffeiならびに，高病原

性真菌として北米を中心にアウトブレイク

が報告されているCryptococcus gattiiであ

る．これらについて，文献を根拠に検証を

行った． 

2) 2013年現在，菌種としての評価が定まっ

ている病原真菌を対象に，「国立感染症

研究所病原体等安全管理規定」で定めら

れている「病原体等のBSL分類等」に定め

られているBLS分類について検証，再評

価を行った．平成24年度は地域流行型真

菌症の原因真菌である，Cryptococcus 

gattiiとPenicillium marneffeiを対象とした

が，平成25年度も同じく地域流行型真菌

症の病原真菌で，わが国でも旅行社に感

染者が多く認められるコクシジオイデス症，

な ら び に そ の 原 因 真 菌 で あ る

Coccidioides真菌について，文献的検証

をもとに評価を行った． 

3) 2013年現在，菌種としての評価が定まっ

ている病原真菌を対象に，「国立感染症

研究所病原体等安全管理規定」で定めら

れている「病原体等のBSL分類等」に定め

られているBLS分類について検証，再評

価を行った．平成25年度は地域流行型真

菌症の原因真菌であり，旅行者に感染者

が多く認められるコクシジオイデス症，な

らびにその原因真菌であるCoccidioides

真菌について，文献的検証をもとに評価

を行った．平成26年度は，平成24年度に

検討した，Cryptococcus gattiiによる高病

原性クリプトコックス症について再検証を

行った． 

 

（倫理面からの配慮について） 

 特記事項なし． 

 

C． 研究結果 

1) P. marnefeiiは播種により重篤化する日和

見病原体と考えることができ，一般検査

室における健常者においては検査室内感

染の可能性は低いと考えられる．また，有

効な抗真菌薬も知られていることから，

BSL2として取り扱うのが適当と考えた．C. 

gatiiは健常者においても脳髄膜炎の原因

となり致死的感染症を起こし，細胞性免

疫不全患者においてはさらに重篤化する．

環境から感染することが考えられるが，酵

母様真菌として取り扱う検査室において

は，実験室内空気感染等は想定しがたく，

通常のPPEで充分対応可能と考えられ

た． 

2) 現行の感染症法では，Coccidioides属に

関しC. immitisのみ規定されているが，臨

床像等もC. immitis と相違のないC. 

posadasiiも同様に取り扱うことが求められ

る． 

3) C. gattiiのバイオセーフティレベルはC. 

neoformansと同様にクラスIIが妥当である

と考えられるが，北米流行型のC. gattiiに

ついては流行地の拡大や強毒株の出現

について注視する必要がある． 

 

D． 考察 

 コクシジオイデス症はわが国でも認識は

古い疾患である．本症の原因真菌として従

来はC. immitisのみが記載され，感染症法

にも規定されているが，C. posadasiiが新た

な原因菌種として登録以後，わが国でも

徐々にC. posadasiiの分離が認められるよう

になっている．しかしながら，この点で感染

症法との認識のずれが生じ，C. posadasiiの

取り扱いがときに問題となる．厳密には感

染症法に規定されていない菌種であるので，
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届け出の義務に関し解釈が分かれるところ

であるが，現在までの文献的な情報を総合

すると，C. posadasiiに関しても臨床像や感

染菌量等に大きな相違はなく，C. immitisと

同様に取り扱うのが良いと考えられる．従っ

て，C. posadasiiが分離された場合も，感染

症法に則った取扱いを行うべきであろうが，

この点について法の整備を早急に行うこと

が求められる．真菌の分野では，このよう

に菌種についてその分類や規定の変更が

しばし行われるため，法の適応に関し，柔

軟な改訂，運用が求められる． 

 北米大陸西岸におけるC. gattiiの集団感

染においては，高い発病率と致死率および

流行地の拡大が懸念されている．しかし，ヒ

ト間感染はほとんどないと考えられており，

また流行地の拡大や感染者数の急激な拡

大は認められていない．一方，オーストラリ

アおよび日本を含むアジア諸国においては

C. gattii感染症は散発的にしか報告されて

いない．このことから，北米流行型すなわち

遺伝子型VGIIのC. gattiiについては今後も

感染性，病原性，伝播性について継続的に

注視しつつ評価する必要がある．一方，北

米型以外のC. gattii株については病原性と

伝搬性に関してC. neoformansと同等である

とみなすことができ，クラスII分類が妥当で

あると考えられる．C. gattii感染症について

は起因菌の性状が刻々と変化しているため，

感染症法による適応に関して柔軟な改訂，

運用が求められる． 

 

E． 結論 

 新興真菌症の原因であるPenicillium 

marneffeiと. gattiiはBSL2相当と考えられる．

C. gattiiのバイオセーフティレベルはC. 

neoformansと同様にクラスIIが妥当であると

考えられる．北米流行型のC. gattiiについて

は流行地の拡大や強毒株の出現について

注視する必要がある．現行の感染症法で

は，Coccidioides属に関しC. immitisのみ規

定されているが，臨床像等もC. immitisと違

わないC. posadasiiも同様に取り扱うことが

適当である． 

 

F． 健康危険情報 

1) 日本人における高病原性C. gattii株によ

るクリプトコックス症の発生の危険性． 

2) 日本人でのコクシジオイデス症の発生報

告を多数認める． 
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